


3.ア スファルト混合物硼陛大

フィラーの種″1によるアスファルト滉合

物の'Mを 表=2に 示した。

この試験|〔用ヽ`た粗骨材}ジ翅砂岩であリ

粗 ・細砂|わ笏妙である。昴なオの胸曳}1旬粒

友アスコン(i3)の様 範Elの}Jぼ中央値∠

しノ=。

3-1.マ ーシャ出 果につヽ`て

試験り結果)lV ず`れの配合でもアヌファ

ル畷 装卿 に示される基準値之満足して

ヽ`る。フライアッシュを用ヽ
｀
た滉合物は

図-3に 示すように粉末皮が高くなるにつ

れ最適アスファル ト量 (OAC)}ま ノンなく

なり、夕定皮}」向上する傾向にある。石仄

石粉におヽ`ては粉六皮8500(Cりa)と、
｀
ぅょ

うな極めて細かし`フイラ´となればこのよ

うな傾向セ示す。

表-2 ア スファルト混冷物の′隆状

これらll、フィラ が́アスファルト況合物の夕陳充喚をする上で迪当

社粒子の細がさをメ手としてし`ろためY考えられる。フライアッシュと

石灰石粉の粉味皮が日じであっても同´の輌口とならないの|」、

写真―l,2に示すように粒子の形状が相進するためと考えられる。

yヒ表 面荻 (でm% , (メ″つ

図-3 フ ィラーの粉末皮とθAε

3- 2 .特 殊 試 験 結 果

マーシャル試験に加えて、より舒しく滉合物の1劇人を杞握するため、ホイールトラッキング試験ヽ うベリング

試験 由lザ筑験tイテった。これらの結果でも、フライアッシュの粉沫皮が3000C%以 上となれレfr般 の石灰石粉

をか た`混合物とほぼ同等の性状t示 してV る`,

4 .お ガ リ に    |

7ス ファルト混冷物のフィラー材として使用するフライアッシュの品質上の日途lま、蒻味度で3000%以 上と

考えられる。また: これらの結果れ 中国電力め和にちヽ て`は自社内のアスファルト舗装に|ま全面的にフライア

ッシュt活用することとし、すでレt約1 000oom2の 面積thJlし て、
｀
る。さらに 部́の男綸につヽ`て'lμ瀾

踊 の耐久性などの測定t実施中である。
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写真-1 フ ライアッシュ(X1000) 写真-2 石 灰石粉 (メ:000)
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